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　岡山県の真ん中に位置する吉備中央町の
「農産物」の王国を紹介します。
　同町上田西地区の入口には「百姓王国」と書
かれた看板があります。この地区では、各農産
物の生産者を「くだもの大臣」「野菜大臣」などさ
まざまなものづくりの大臣に任命しています。
　地区内には大臣の似顔絵付き看板や百姓王
国マップがあり、農業体験や王国散策など里
山ならではのさまざまな農業の魅力を町内外
へＰＲしています。
　　　　　　　　　  編集担当　住𠮷 沙弥香
　

看板を通じて
農業の魅力をＰＲ

あぐろ
グラム

Ag
lo

gr
am

編集後記

あぐろ
グラム

Ag
lo

gr
am

編集後記

今月の折り込み　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほか

作り方

～「販売戦略の強化と販売体制づくり」重点実施事項①の達成状況について～
特集 「営農振興計画」最終年度の取り組み

①うるち米ともち米を合わせて洗う。
②分量の水を入れて３０分おき、普通モードで炊く。
③炊きあがったご飯をざっくり混ぜ、粗熱が取れたところへ米麹を
入れて混ぜ合わせる。
④炊飯器を低めの保温モードに設定しそのまま保温状態（５５～
６０℃）をキープし、時々かき混ぜながら半日から１日置く。
　※低めの保温モードに設定できない場合、炊飯器のふたを開
けた状態で濡れ布巾をかけ（水分や温度を調整するため）、
保温状態（５０～６０℃）をキープする。

⑤味見して甘くなったら完成。お好みの濃さに薄めて召し上がれ。

[できあがり６４０ｇ]  
米麹（生）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２００ｇ
うるち米・・・・・・・・・・・・・・１４０～１８０ｇ
もち米・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２０～６０ｇ
水 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４００㏄
※米麹と（うるち米＋もち米）は同量にする。
※うるち米ともち米を合わせて200ｇに調整する。

材料

令和４年作付用 水稲種子予約注文申込書
令和4年産水稲用 土づくり肥料予約注文書



FEATURE
This month's

今月の特集

令
和
元
年
か
ら
の
営
農
振
興
計
画
の
基
本
方
針
と
行
動
計
画
に
沿
っ
て
進
め
た
取
り
組
み
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　※

実
績
値
は
令
和
２
年
度
の
も
の
で
す
。

【
米
・
麦
】

･
米
麦
の
安
定
取
引
お
よ
び
実
需
者

と
の
結
び
付
き
を
強
化
す
る
た
め
、
米

卸
、
実
需
者
等
と
の
商
談
を
行
い
ま
し

た
（
延
べ
３１
回
）。
ま
た
、
販
売
強
化
へ

の
取
り
組
み
と
し
て
、「
朝
日
」、「
ヒ

ノ
ヒ
カ
リ
」、「
温
羅
の
舞
（
ア
ケ
ボ
ノ

と
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
の
ブ
レ
ン
ド
）」
の
J
A

オ
リ
ジ
ナ
ル
精
米
商
品
を
開
発
し
、

令
和
２
年
１１
月
よ
り
直
売
所
お
よ
び

花
野
果
オ
ン
ラ
イ
ン
、
郵
便
局
、
花

野
果
広
場
で
販
売
を
開
始
し
ま
し
た

（
販
売
実
績
４
，１
４
０
㌔
）。

・
農
業
政
策
に
沿
っ
て
水
田
活
用
米
穀

に
取
り
組
ま
れ
た
生
産
者
よ
り
契
約
に

基
づ
き
集
荷
を
行
い
ま
し
た
（
集
荷
実

績
５
３
，０
６
３
俵 

前
年
対
比
９６
％
）。

　
今
年
度
も
引
き
続
き
、
米
価
安
定

の
た
め
全
農
・
米
穀
卸
等
と
の
連
携
に

よ
る
米
・
麦
の
業
務
用
実
需
者
と
の
結

び
つ
き
の
強
化
を
図
る
と
と
も
に
飼
料

用
米
等
の
水
田
活
用
米
穀
を
推
進
し

ま
す
。

【
園
芸
品
目
】

・
○岡
ブ
ラ
ン
ド
の
認
知
度
向
上
の
た

め
、
重
点
取
引
市
場
、
仲
卸
等
と
の

連
携
に
よ
る
販
売
を
行
い
ま
し
た
。

・
果
実
に
つ
い
て
は
、
桃
、
ブ
ド
ウ
の

安
定
出
荷
販
売
に
む
け
て
、
重
点
取

引
市
場
と
連
携
し
、
関
東
、
関
西
市

場
の
果
実
の
ギ
フ
ト
需
要
に
合
わ
せ
て

販
売
単
価
設
定
を
行
う
値
決
め
販
売

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

【
桃
】（
関
東
・
関
西
市
場
む
け
）

出
荷
数
量
14
・
6
㌧（
前
年
対
比
42
％
）、

販
売
金
額
1
，4
8
3
万
円
（
前
年
対

比
43
％
）

【
ブ
ド
ウ
】（
関
東
・
関
西
市
場
む
け
）

出
荷
数
量
２
８
５
㌧
（
前
年
対
比
１
０

8
％
）、
販
売
金
額
5
億
１
，0
6
3

万
円
（
前
年
対
比
１
０
０
％
）

・
農
産
物
の
付
加
価
値
向
上
の
た
め
、

鮮
度
維
持
装
置（
冷
蔵
庫
）を
活
用
し
、

冷
蔵
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
の
首
都
圏

【
キ
ャ
ベ
ツ
】

７
６
４
㌧
（
前
年
対
比
９７
％
）

【
ハ
ク
サ
イ
】

１
，１
４
３
㌧
（
前
年
対
比
１
０
１
％
）

・
岡
山
県
ブ
ラ
ン
ド
イ
チ
ゴ「
晴
苺
」

の
販
路
拡
大
に
む
け
て
、
計
画
的
に

東
京
市
場
む
け
の
出
荷
を
行
い
ま
し

た
（
出
荷
量
１
，９
３
７
㌔ 

前
年
対
比

２
２
４
％
）。

・
農
産
物
の
消
費
宣
伝
と
し
て
、
7
月

に
一
宮
選
果
場
果
樹
部
会
の
「
清
水
白

桃
」
出
荷
進
発
式
、
10
月
に
備
南
施
設

茄
子
部
会
の
「
千
両
な
す
」
出
荷
進
発

式
を
開
催
し
、
消
費
者
へ
広
く
Ｐ
Ｒ
を

行
い
ま
し
た
。

　
今
年
度
も
引
き
続
き
、○岡
ブ
ラ
ン
ド

力
強
化
の
た
め
、
産
地
情
報
の
発
信
と

と
も
に
重
点
取
引
市
場
、
仲
卸
等
と

の
連
携
に
よ
る
青
果
物
の
有
利
販
売
に

取
り
組
み
ま
す
。

・
販
促
活
動
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、

県
内
外
の
イ
ベ
ン
ト
自
粛
と
と
も
に
販

促
活
動
、
試
食
宣
伝
が
中
止
と
な
る

中
、
管
内
青
果
物
の
消
費
拡
大
の
た

め
「
Ｊ
Ａ
岡
山
花
野
果
広
場
」
を
岡
山

駅
の
「
エ
キ
チ
カ
ひ
ろ
ば
」
で
開
催
し
、

桃
、
ブ
ド
ウ
、
イ
チ
ゴ
、
野
菜
等
の
販

売
を
行
い
ま
し
た
（
３
回
：
８
月
・
１２

月
・
３
月
）。

・
花
き
の
産
地
Ｐ
Ｒ
活
動
と
し
て
、
小

中
学
校
の
卒
業
生
む
け
に
管
内
花
き
の

花
育
活
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

【
足
守
地
区
小
学
校
】

コ
サ
ー
ジ
ュ
づ
く
り
の
出
前
授
業

【
長
船
地
区
小
学
校
・
玉
野
市
内
小
中
学
校
】

花
束
の
贈
呈

　
今
年
度
も
引
き
続
き
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況
を
把
握
し
つ

つ
感
染
防
止
対
策
を
十
分
に
講
じ
た
う

え
で
、
販
促
活
動
と
試
食
宣
伝
等
を

実
施
し
、○岡
ブ
ラ
ン
ド
の
認
知
度
向
上

に
努
め
ま
す
。

・
販
売
戦
略
の
一
環
と
し
て
、
園
芸
販

売
担
当
者
会
議
の
開
催
と
毎
月
２
回

（
上
期
・
下
期
）
の
産
地
情
報
な
ら
び

に
市
場
情
勢
を
産
地
、
全
農
、
市
場

等
か
ら
の
情
報
の
取
り
ま
と
め
、
産
地

情
勢
と
し
て
本
所
と
営
農
セ
ン
タ
ー
間

で
情
報
共
有
を
図
る
こ
と
で
管
内
青

果
物
の
有
利
販
売
に
つ
な
げ
ま
し
た
。

　
今
年
度
も
引
き
続
き
、
販
売
担
当

者
の
育
成
に
む
け
て
園
芸
販
売
担
当

者
会
議
の
開
催
と
と
も
に
、
産
地
情

勢
等
の
情
報
共
有
を
図
り
ま
す
。

【
直
売
関
係
】

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の

た
め
、
は
な
や
か
合
同
産
直
ま
つ
り
な

ど
が
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
店
舗
規

模
に
応
じ
た
Ｊ
Ａ
岡
山
合
併
２０
周
年
記

念
セ
ー
ル
や
ミ
ニ
セ
ー
ル
を
開
催
し
、

お
米
、
精
肉
、
青
果
物
等
の
特
売
を

通
じ
て
農
産
物
直
売
所
の
魅
力
向
上
に

取
り
組
み
ま
し
た
。
ま
た
、
販
売
力
の

強
化
に
む
け
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販

売
「
花
野
果
オ
ン
ラ
イ
ン
」
強
化
を
図

る
た
め
、
電
子
雑
誌
「
旅
色
」へ
の
記

事
掲
載
に
加
え
、
生
鮮
食
品
の
詰
め
合

わ
せ
販
売
を
開
始
し
ま
し
た
（
販
売
実

績
７
６
４
万
円 

前
年
対
比
１
４
０
％
）。

　
今
年
度
も
引
き
続
き
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
防
止
対
策
を
十
分
に

講
じ
た
う
え
で
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
、
農
産
物
直
売
所
の
魅
力
向
上

に
努
め
る
と
と
も
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
販
売
の
強
化
に
む
け
て
「
花
野
果
オ

ン
ラ
イ
ン
」
の
品
ぞ
ろ
え
の
充
実
を
図

り
ま
す
。

・
清
水
白
桃
、
ミ
カ
ン
、
レ
モ
ン
な
ど

の
下
位
等
級
の
買
い
取
り
を
行
い
、
一

次
加
工
品
と
し
て
販
売
す
る
こ
と
で
農

産
物
の
付
加
価
値
向
上
に
取
り
組
み

ま
し
た
（
清
水
白
桃
９
・
８
㌧
、
ミ
カ

ン
１１
・
５
㌧
、
ブ
ド
ウ
２
・
２
㌧
、
レ

モ
ン
５
・
４
㌧ 

計
２８
・
９
㌧ 

前
年
対

比
１
３
０
％
）。

・
新
規
取
り
組
み
と
し
て
、
委
託
製
造

に
よ
る
牛
窓
産
レ
モ
ン
の
一
次
加
工
を

行
い
ま
し
た（
レ
モ
ン
果
汁
：
１・
６
㌧
）。

　
今
年
度
も
引
き
続
き
、
加
工
原
料

の
確
保
と
外
部
委
託
に
よ
る
一
次
加
工

品
の
製
造
・
販
売
を
行
う
こ
と
で
、

農
産
物
の
付
加
価
値
向
上
に
取
り
組

み
ま
す
。

市
場
へ
の
出
荷
を
行
い
ま
し
た
。（
出

荷
数
量
３
・
３
㌧
前
年
対
比
１
６
５
％
）

・
野
菜
に
つ
い
て
は
、
秋
冬
野
菜
の
全

農
む
け
業
務
・
加
工
用
の
出
荷
を
計

画
的
に
行
い
ま
し
た
。

「
営
農
振
興
計
画
」最
終
年
度
の
取
り
組
み

「
販
売
戦
略
の
強
化
と
販
売
体
制
づ
く
り
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
重
点
実
施
事
項
①
の
達
成
状
況
に
つ
い
て

「はなやかオンライン」で販売しているオリジナル精米商品 消費拡大のため、花野果広場を行いました

直売所の買い物客

　
令
和
２
年
度
の
農
畜
産
物
の
販
売
に

つ
い
て
販
売
戦
略
の
強
化
と
販
売
体
制

づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
し
か
し

な
が
ら
、
年
間
を
通
じ
て
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
を
受
け

た
形
と
な
り
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
業
務

用
農
産
物
の
需
要
の
減
少
に
加
え
、

秋
冬
野
菜
の
豊
作
基
調
、
米
と
果
実

に
つ
い
て
は
天
候
不
順
と
病
害
虫
の
発

生
に
よ
る
品
質
低
下
と
出
荷
量
の
減

少
も
影
響
し
、
厳
し
い
販
売
情
勢
の
中

で
販
売
高
に
つ
い
て
は
計
画
を
下
回
る

結
果
と
な
り
ま
し
た
。

○
全
農・米
穀
卸
等
と
連
携

し
、米
・
麦
の
業
務
用
実

需
者
と
の
商
談
を
実
施

○
農
業
政
策
な
ら
び
に
農
家

経
営
規
模
に
応
じ
た
水
田

活
用
米
穀
取
組
の
推
進

○
産
地
情
報
の
発
信
、

　　　　　　

  

○岡
ブ
ラ
ン
ド
力
の
強
化

・
毎
月
発
行
す
る
広
報
誌
「
ぱ
れ
っ
と
」

に
お
い
て
会
員
募
集
を
行
い
、
出
荷
会

員
数
を
確
保
す
る
と
と
も
に
運
営
体

制
の
見
直
し
に
よ
り
委
託
輸
送
の
拡
充

に
つ
な
げ
ま
し
た
。【
直
売
所
出
荷
会

員
数
】
延
べ
５
，６
４
３
名
（
２
１
７
名

増
）【
う
ち
委
託
輸
送
会
員
数
】
３
６
０

名
（
９９
名
増
）

・
直
売
所
会
員
む
け
に
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
情
報
や
生
鮮
品
の
販
売
情
報
、
品

薄
傾
向
に
あ
る
青
果
物
情
報
に
つ
い
て

メ
ー
ル
発
信
を
行
う
と
と
も
に
、
精
算

書
を
送
付
す
る
際
、
各
店
舗
の
売
れ

筋
青
果
物
ラ
ン
キ
ン
グ
等
の
情
報
資
料

を
同
封
し
、
各
店
舗
の
品
ぞ
ろ
え
の
充

実
に
つ
な
げ
ま
し
た
。

　
今
年
度
も
引
き
続
き
、
出
荷
会
員

の
確
保
と
委
託
輸
送
の
拡
充
に
努
め
る

と
と
も
に
、
出
荷
会
員
へ
の
店
舗
情
報

の
発
信
に
よ
り
農
産
物
直
売
所
の
品
ぞ

ろ
え
の
充
実
に
つ
な
げ
ま
す
。

う
ら
　
　
　  

ま
い

ぱれっと　23　ぱれっと　

販
売
戦
略
の
強
化
と
販
売

体
制
づ
く
り

おいしいお米を
召し上がれ

岡山県産



○
販
促
活
動
の
強
化
に
よ
る

新
規
販
売
先
の
開
拓

予 告
【
米
・
麦
】

･
米
麦
の
安
定
取
引
お
よ
び
実
需
者

と
の
結
び
付
き
を
強
化
す
る
た
め
、
米

卸
、
実
需
者
等
と
の
商
談
を
行
い
ま
し

た
（
延
べ
３１
回
）。
ま
た
、
販
売
強
化
へ

の
取
り
組
み
と
し
て
、「
朝
日
」、「
ヒ

ノ
ヒ
カ
リ
」、「
温
羅
の
舞
（
ア
ケ
ボ
ノ

と
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
の
ブ
レ
ン
ド
）」
の
J
A

オ
リ
ジ
ナ
ル
精
米
商
品
を
開
発
し
、

令
和
２
年
１１
月
よ
り
直
売
所
お
よ
び

花
野
果
オ
ン
ラ
イ
ン
、
郵
便
局
、
花

野
果
広
場
で
販
売
を
開
始
し
ま
し
た

（
販
売
実
績
４
，１
４
０
㌔
）。

・
農
業
政
策
に
沿
っ
て
水
田
活
用
米
穀

に
取
り
組
ま
れ
た
生
産
者
よ
り
契
約
に

基
づ
き
集
荷
を
行
い
ま
し
た
（
集
荷
実

績
５
３
，０
６
３
俵 

前
年
対
比
９６
％
）。

　
今
年
度
も
引
き
続
き
、
米
価
安
定

の
た
め
全
農
・
米
穀
卸
等
と
の
連
携
に

よ
る
米
・
麦
の
業
務
用
実
需
者
と
の
結

び
つ
き
の
強
化
を
図
る
と
と
も
に
飼
料

用
米
等
の
水
田
活
用
米
穀
を
推
進
し

ま
す
。

【
園
芸
品
目
】

・
○岡
ブ
ラ
ン
ド
の
認
知
度
向
上
の
た

め
、
重
点
取
引
市
場
、
仲
卸
等
と
の

連
携
に
よ
る
販
売
を
行
い
ま
し
た
。

・
果
実
に
つ
い
て
は
、
桃
、
ブ
ド
ウ
の

安
定
出
荷
販
売
に
む
け
て
、
重
点
取

引
市
場
と
連
携
し
、
関
東
、
関
西
市

場
の
果
実
の
ギ
フ
ト
需
要
に
合
わ
せ
て

販
売
単
価
設
定
を
行
う
値
決
め
販
売

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

【
桃
】（
関
東
・
関
西
市
場
む
け
）

出
荷
数
量
14
・
6
㌧（
前
年
対
比
42
％
）、

販
売
金
額
1
，4
8
3
万
円
（
前
年
対

比
43
％
）

【
ブ
ド
ウ
】（
関
東
・
関
西
市
場
む
け
）

出
荷
数
量
２
８
５
㌧
（
前
年
対
比
１
０

8
％
）、
販
売
金
額
5
億
１
，0
6
3

万
円
（
前
年
対
比
１
０
０
％
）

・
農
産
物
の
付
加
価
値
向
上
の
た
め
、

鮮
度
維
持
装
置（
冷
蔵
庫
）を
活
用
し
、

冷
蔵
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
の
首
都
圏

【
キ
ャ
ベ
ツ
】

７
６
４
㌧
（
前
年
対
比
９７
％
）

【
ハ
ク
サ
イ
】

１
，１
４
３
㌧
（
前
年
対
比
１
０
１
％
）

・
岡
山
県
ブ
ラ
ン
ド
イ
チ
ゴ「
晴
苺
」

の
販
路
拡
大
に
む
け
て
、
計
画
的
に

東
京
市
場
む
け
の
出
荷
を
行
い
ま
し

た
（
出
荷
量
１
，９
３
７
㌔ 

前
年
対
比

２
２
４
％
）。

・
農
産
物
の
消
費
宣
伝
と
し
て
、
7
月

に
一
宮
選
果
場
果
樹
部
会
の
「
清
水
白

桃
」
出
荷
進
発
式
、
10
月
に
備
南
施
設

茄
子
部
会
の
「
千
両
な
す
」
出
荷
進
発

式
を
開
催
し
、
消
費
者
へ
広
く
Ｐ
Ｒ
を

行
い
ま
し
た
。

　
今
年
度
も
引
き
続
き
、○岡
ブ
ラ
ン
ド

力
強
化
の
た
め
、
産
地
情
報
の
発
信
と

と
も
に
重
点
取
引
市
場
、
仲
卸
等
と

の
連
携
に
よ
る
青
果
物
の
有
利
販
売
に

取
り
組
み
ま
す
。

・
販
促
活
動
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、

県
内
外
の
イ
ベ
ン
ト
自
粛
と
と
も
に
販

促
活
動
、
試
食
宣
伝
が
中
止
と
な
る

中
、
管
内
青
果
物
の
消
費
拡
大
の
た

め
「
Ｊ
Ａ
岡
山
花
野
果
広
場
」
を
岡
山

駅
の
「
エ
キ
チ
カ
ひ
ろ
ば
」
で
開
催
し
、

桃
、
ブ
ド
ウ
、
イ
チ
ゴ
、
野
菜
等
の
販

売
を
行
い
ま
し
た
（
３
回
：
８
月
・
１２

月
・
３
月
）。

・
花
き
の
産
地
Ｐ
Ｒ
活
動
と
し
て
、
小

中
学
校
の
卒
業
生
む
け
に
管
内
花
き
の

花
育
活
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

【
足
守
地
区
小
学
校
】

コ
サ
ー
ジ
ュ
づ
く
り
の
出
前
授
業

【
長
船
地
区
小
学
校
・
玉
野
市
内
小
中
学
校
】

花
束
の
贈
呈

　
今
年
度
も
引
き
続
き
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況
を
把
握
し
つ

つ
感
染
防
止
対
策
を
十
分
に
講
じ
た
う

え
で
、
販
促
活
動
と
試
食
宣
伝
等
を

実
施
し
、○岡
ブ
ラ
ン
ド
の
認
知
度
向
上

に
努
め
ま
す
。

・
販
売
戦
略
の
一
環
と
し
て
、
園
芸
販

売
担
当
者
会
議
の
開
催
と
毎
月
２
回

（
上
期
・
下
期
）
の
産
地
情
報
な
ら
び

に
市
場
情
勢
を
産
地
、
全
農
、
市
場

等
か
ら
の
情
報
の
取
り
ま
と
め
、
産
地

情
勢
と
し
て
本
所
と
営
農
セ
ン
タ
ー
間

で
情
報
共
有
を
図
る
こ
と
で
管
内
青

果
物
の
有
利
販
売
に
つ
な
げ
ま
し
た
。

　
今
年
度
も
引
き
続
き
、
販
売
担
当

者
の
育
成
に
む
け
て
園
芸
販
売
担
当

者
会
議
の
開
催
と
と
も
に
、
産
地
情

勢
等
の
情
報
共
有
を
図
り
ま
す
。

【
直
売
関
係
】

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の

た
め
、
は
な
や
か
合
同
産
直
ま
つ
り
な

ど
が
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
店
舗
規

模
に
応
じ
た
Ｊ
Ａ
岡
山
合
併
２０
周
年
記

念
セ
ー
ル
や
ミ
ニ
セ
ー
ル
を
開
催
し
、

お
米
、
精
肉
、
青
果
物
等
の
特
売
を

通
じ
て
農
産
物
直
売
所
の
魅
力
向
上
に

取
り
組
み
ま
し
た
。
ま
た
、
販
売
力
の

強
化
に
む
け
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販

売
「
花
野
果
オ
ン
ラ
イ
ン
」
強
化
を
図

る
た
め
、
電
子
雑
誌
「
旅
色
」へ
の
記

事
掲
載
に
加
え
、
生
鮮
食
品
の
詰
め
合

わ
せ
販
売
を
開
始
し
ま
し
た
（
販
売
実

績
７
６
４
万
円 

前
年
対
比
１
４
０
％
）。

　
今
年
度
も
引
き
続
き
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
防
止
対
策
を
十
分
に

講
じ
た
う
え
で
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
、
農
産
物
直
売
所
の
魅
力
向
上

に
努
め
る
と
と
も
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
販
売
の
強
化
に
む
け
て
「
花
野
果
オ

ン
ラ
イ
ン
」
の
品
ぞ
ろ
え
の
充
実
を
図

り
ま
す
。

・
清
水
白
桃
、
ミ
カ
ン
、
レ
モ
ン
な
ど

の
下
位
等
級
の
買
い
取
り
を
行
い
、
一

次
加
工
品
と
し
て
販
売
す
る
こ
と
で
農

産
物
の
付
加
価
値
向
上
に
取
り
組
み

ま
し
た
（
清
水
白
桃
９
・
８
㌧
、
ミ
カ

ン
１１
・
５
㌧
、
ブ
ド
ウ
２
・
２
㌧
、
レ

モ
ン
５
・
４
㌧ 

計
２８
・
９
㌧ 

前
年
対

比
１
３
０
％
）。

・
新
規
取
り
組
み
と
し
て
、
委
託
製
造

に
よ
る
牛
窓
産
レ
モ
ン
の
一
次
加
工
を

行
い
ま
し
た（
レ
モ
ン
果
汁
：
１・
６
㌧
）。

　
今
年
度
も
引
き
続
き
、
加
工
原
料

の
確
保
と
外
部
委
託
に
よ
る
一
次
加
工

品
の
製
造
・
販
売
を
行
う
こ
と
で
、

農
産
物
の
付
加
価
値
向
上
に
取
り
組

み
ま
す
。

市
場
へ
の
出
荷
を
行
い
ま
し
た
。（
出

荷
数
量
３
・
３
㌧
前
年
対
比
１
６
５
％
）

・
野
菜
に
つ
い
て
は
、
秋
冬
野
菜
の
全

農
む
け
業
務
・
加
工
用
の
出
荷
を
計

画
的
に
行
い
ま
し
た
。

　
令
和
２
年
度
の
農
畜
産
物
の
販
売
に

つ
い
て
販
売
戦
略
の
強
化
と
販
売
体
制

づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
し
か
し

な
が
ら
、
年
間
を
通
じ
て
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
を
受
け

た
形
と
な
り
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
業
務

用
農
産
物
の
需
要
の
減
少
に
加
え
、

秋
冬
野
菜
の
豊
作
基
調
、
米
と
果
実

に
つ
い
て
は
天
候
不
順
と
病
害
虫
の
発

生
に
よ
る
品
質
低
下
と
出
荷
量
の
減

少
も
影
響
し
、
厳
し
い
販
売
情
勢
の
中

で
販
売
高
に
つ
い
て
は
計
画
を
下
回
る

結
果
と
な
り
ま
し
た
。

○
販
売
担
当
者
の
育
成
と

情
報
共
有

○
農
産
物
直
売
所
の
魅
力

向
上
と
販
売
力
の
強
化

○
加
工
品
の
開
発
と
販
路

拡
大

・
毎
月
発
行
す
る
広
報
誌
「
ぱ
れ
っ
と
」

に
お
い
て
会
員
募
集
を
行
い
、
出
荷
会

員
数
を
確
保
す
る
と
と
も
に
運
営
体

制
の
見
直
し
に
よ
り
委
託
輸
送
の
拡
充

に
つ
な
げ
ま
し
た
。【
直
売
所
出
荷
会

員
数
】
延
べ
５
，６
４
３
名
（
２
１
７
名

増
）【
う
ち
委
託
輸
送
会
員
数
】
３
６
０

名
（
９９
名
増
）

・
直
売
所
会
員
む
け
に
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
情
報
や
生
鮮
品
の
販
売
情
報
、
品

薄
傾
向
に
あ
る
青
果
物
情
報
に
つ
い
て

メ
ー
ル
発
信
を
行
う
と
と
も
に
、
精
算

書
を
送
付
す
る
際
、
各
店
舗
の
売
れ

筋
青
果
物
ラ
ン
キ
ン
グ
等
の
情
報
資
料

を
同
封
し
、
各
店
舗
の
品
ぞ
ろ
え
の
充

実
に
つ
な
げ
ま
し
た
。

　
今
年
度
も
引
き
続
き
、
出
荷
会
員

の
確
保
と
委
託
輸
送
の
拡
充
に
努
め
る

と
と
も
に
、
出
荷
会
員
へ
の
店
舗
情
報

の
発
信
に
よ
り
農
産
物
直
売
所
の
品
ぞ

ろ
え
の
充
実
に
つ
な
げ
ま
す
。

○
委
託
輸
送
の
拡
充
に
よ
る

農
産
物
直
売
所
の
品
ぞ
ろ

え
の
充
実

清水白桃出荷進発式（○岡一宮選果場果樹部会）

千両なす出荷進発式（○岡備南施設茄子部会）

岡山県産プレミアムジュースセット

店長オススメ旬の野菜セット

は
れ
い
ち
ご

ぱ
れ
っ
と
１1
月
号
で
は
、「
営
農
振
興
計
画
」最
終
年
度
の
取
り
組
み

「
農
地
の
流
動
化
と
労
働
支
援
の
推
進
に
よ
る
農
地
の
有
効
活
用
」

重
点
実
施
事
項
①
②
を
掲
載
予
定
で
す
。
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　8
月
17
日
、
平
山
地
区
の
田
邉
耕
治

さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

―
就
農
し
た
き
っ
か
け
は

　生
ま
れ
育
っ
た
環
境
の
中
で
農
家
の

方
と
交
流
を
持
つ
機
会
も
多
く
、
漠
然

と
し
た
憧
れ
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
自

分
の
性
格
と
、
今
後
の
人
生
設
計
を
考

え
て
農
業
に
よ
る
独
立
を
選
択
し
ま
し

た
。
相
談
先
が
あ
る
安
心
感
か
ら
行
政
・

J
A
の
支
援
を
受
け
、
事
業
を
活
用
し
、

2
年
の
研
修
を
経
て
令
和
元
年
に
就
農

し
ま
し
た
。

―
農
業
を
始
め
て
か
ら
は

　有
機
無
農
薬
栽
培
と
の
出
会
い
は
、

大
森
英
夫
さ
ん
の
も
と
で
行
っ
た
就
農

研
修
か
ら
で
す
。
息
子
た
ち
が
ト
マ
ト

嫌
い
だ
っ
た
の
で
す
が
、
大
森
さ
ん
の

ミ
ニ
ト
マ
ト
を
食
卓
に
並
べ
る
と
、
取

り
合
い
を
す
る
ほ
ど
人
気
で
驚
き
ま
し

た
。
自
分
で
も
こ
ん
な
お
い
し
い
野
菜

を
作
り
た
い
と
思
い
、
栽
培
を
始
め
ま

し
た
。「
お
か
や
ま
有
機
無
農
薬
農
産

物
」の
た
め
、
化
学
肥
料
や
農
薬
を
一

切
使
っ
て
い
な
い
た
め
、
野
菜
に
付
い

た
土
を
払
い
落
と
し
た
ら
す
ぐ
食
べ
ら

れ
る
く
ら
い
の
安
心
感
が
あ
る
の
が
ウ

リ
で
す
。

　現
在
は
、
26
㌃
の
ほ
場
で
、
品
目
を

切
り
替
え
な
が
ら
約
20
種
を
栽
培
し
て

い
ま
す
。
妻
の
家
族
が
農
業
の
経
験
が

あ
り
、
手
伝
っ
て
く
れ
る
の
で
あ
り
が

た
い
で
す
。

　農
業
を
始
め
て
か
ら
、
旬
の
野
菜
を

旬
の
時
期
に
食
べ
て
ほ
し
い
と
い
う
思

い
が
芽
生
え
、
家
族
や
消
費
者
の
方
に

一
番
お
い
し
い
タ
イ
ミ
ン
グ
で
食
べ
て

も
ら
い
た
い
で
す
。

―
楽
し
い
こ
と
は

　　手
を
か
け
る
と
、
品
質
の
高
い
も
の

に
返
っ
て
く
れ
る
こ
と
が
楽
し
い
で

す
。
結
果
が
見
え
る
の
で
反
省
し
な
が

ら
栽
培
で
き
ま
す
。

　子
ど
も
が
野
菜
を
し
っ
か
り
食
べ
る

よ
う
に
な
り
、「
お
い
し
い
」
と
言
っ

て
く
れ
る
こ
と
も
励
み
で
す
。

―
苦
労
す
る
こ
と
は

　土
づ
く
り
に
苦
労
し
て
い
ま
す
。
水

は
け
が
悪
く
、
根
も
張
り
に
く
い
の
で
、

土
壌
環
境
を
よ
く
す
る
た
め
に
試
行
錯

誤
し
て
い
ま
す
。
農
業
の
課
題
は
大
森

さ
ん
や
部
会
の
先
輩
方
か
ら
教
え
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
人
の
交
流
に
恵
ま

れ
て
お
り
、
周
り
に
は
お
手
本
だ
ら
け

な
の
で
、
見
て
、
聞
い
て
学
ん
で
い
き

た
い
で
す
。

―
今
後
の
抱
負
は

　ほ
場
を
新
た
に
借
り
て
規
模
を
広

げ
、
安
定
生
産
を
目
指
し
ま
す
。

　農
業
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
な

の
で
、
部
会
と
協
力
し
て
仲
間
を
増
や

し
て
い
き
、
日
本
の
食
文
化
を
少
し
で

も
支
え
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

フ
ー
ド
ロ
ス
等
の
食
の
問
題
解
決
に
貢

献
し
、
循
環
型
農
業
を
目
指
し
て
い
き

た
い
で
す
。

Interview [インタビュー]

聞
き
手
：
J
A
岡
山
広
報
担
当

安全・安心な野菜をつくり、
日本の食文化を支えたい
安全・安心な野菜をつくり、
日本の食文化を支えたい

vol.254

農
を担う

田邉 耕治さん
「たなべ　こうじ」
昭和50年生まれ。 ○岡高松有機無農薬野菜生産組合みどり会所属。有機無農薬野菜を栽培。妻と息子
2人の4人家族。趣味は料理、楽器演奏。座右の銘は「人生見逃しの三振をするな」。

平山地区：有機無農薬野菜農家

安
全
・
安
心
の
野
菜
を

つ
く
り
た
い

日
本
の
食
文
化
を

支
え
た
い

クウシンサイの収穫作業 わき芽のせん定作業ひとつひとつ丁寧に管理します

農業について思いを話す田邉さん

ぱれっと　1011　ぱれっと　



条間30㎝

畝幅120㎝

株間
12～15㎝

葉と根を切り取って風通しのよいところで
つるす

分球し、芽が2本伸びた株があれば
1本を取り除く

残す球の根元を
おさえて行う

春になり、とう立ちして、
葉の先端より長く伸びだしたら
つぼみを早めに摘み取る

資料1 ニンニクの植え付け

資料2 ニンニクの
　　　 分けつ球の除去

資料4 ニンニクの薬剤防除

資料5 貯蔵

資料3 ニンニクのつぼみの
　　　 摘み取り

アブラムシ類・ネギコガ

さび病・葉枯病

アディオン乳剤

ダコニール1000

2000～3000倍／収穫前日まで／2回以内

1000倍／収穫7日前まで／6回以内

病害虫名 農薬名 使用薬量／使用時期／使用制限

資料6 種子の流水浸漬 資料7 植え付け間隔

ガーゼなどに種を入れて流水に浸けます。
ヒタヒタ水で吸水させても大丈夫ですが、
流水は水中に酸素が補給され、より安心！

10～15cm

充分な株間をとり、土地条件によって畝盛りで排水対策を！

25～30cm

●
ニ
ン
ニ
ク
の
栽
培

　ニ
ン
ニ
ク
は
中
央
ア
ジ
ア
原
産
の
ユ
リ

科
の
野
菜
で
す
。
ニ
ン
ニ
ク
の
生
育
適
温

は
15
〜
20
℃
で
冷
涼
な
気
候
を
好
み
ま

す
。
25
℃
以
上
に
な
る
と
休
眠
状
態
に

入
っ
て
し
ま
う
た
め
、
気
温
が
高
い
時
期

に
植
え
付
け
て
も
発
芽
せ
ず
土
中
で
腐
っ

て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
植

え
付
け
時
期
が
遅
す
ぎ
る
と
春
先
に
生
育

期
間
が
不
足
し
て
球
が
肥
大
し
な
い
の

で
、
ニ
ン
ニ
ク
は
9
月
下
旬
か
ら
10
月
下

旬
の
適
期
に
植
え
付
け
る
こ
と
が
上
手
に

育
て
る
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

●
種
球
の
準
備

　種
球
は
、
虫
害
や
ウ
イ
ル
ス
病
等
へ
の

罹
病
の
心
配
の
な
い
市
販
の
種
球
を
購
入

し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
な
る
べ
く
大
き
な

り
ん
片
を
選
び
ま
す
。
り
ん
片
は
大
き
い

も
の
ほ
ど
大
球
に
な
り
ま
す
。

　ニ
ン
ニ
ク
の
品
種
に
は
、
暖
地
系
と
寒

地
系
が
あ
る
の
で
地
域
に
適
し
た
品
種
を

選
び
ま
す
。

　ニ
ン
ニ
ク
の
種
球
は
、
球
の
中
に
6
〜

10
個
程
度
の
り
ん
片
が
包
ま
れ
て
い
る
の

で
、
植
付
け
前
に
り
ん
片
を
小
分
け
に
し

て
、
包
ん
で
い
る
皮
は
剥
が
さ
ず
に
そ
の

ま
ま
に
し
て
お
き
ま
す
。

●
畑
の
準
備

　畑
は
日
当
た
り
が
よ
く
肥
沃
な
粘
質
土

が
適
し
ま
す
。
2
週
間
以
上
前
に
は
、
堆

肥
を
10
平
方
㍍
あ
た
り
25
㌔
、
苦
土
セ
ル

カ
等
を
1.
2
㌔
施
用
し
深
く
耕
し
て
お

き
ま
す
。
植
え
付
け
の
1
週
間
前
ま
で
に

野
菜
い
ち
ば
ん
等
を
10
平
方
㍍
あ
た
り
1

㌔
施
し
土
壌
に
混
和
し
た
後
、
畝
幅

1
2
0
㌢
、
高
さ
10
㌢
の
畝
を
作
り
ま
す

が
、
排
水
の
悪
い
ほ
場
で
は
高
畝
に
し
ま

し
ょ
う
。

●
植
え
付
け
と
灌
水
作
業

　条
間
30
㌢
の
4
条
植
え
で
、
株
間
12
〜

15
㌢
、
種
球
の
芽
の
出
る
方
を
上
に
向
け

て
深
さ
5
〜
6
㌢
に
植
え
付
け
し
ま
す

（
資
料
1
）。

　ニ
ン
ニ
ク
は
通
常
な
ら
2
週
間
ほ
ど
で

発
芽
す
る
の
で
、
種
球
を
植
え
付
け
た
後

は
発
芽
す
る
ま
で
乾
燥
し
な
い
よ
う
に

し
っ
か
り
灌
水
し
ま
す
。

　そ
の
後
も
、
冬
場
で
も
晴
天
が
続
く
場

合
は
灌
水
を
し
、
球
の
成
長
が
盛
ん
に
な

る
3
月
以
降
は
気
温
が
上
昇
し
乾
燥
気
味

に
な
る
の
で
、
晴
れ
た
日
に
は
た
っ
ぷ
り

と
灌
水
し
ま
し
ょ
う
。

●
追
肥
作
業

　植
え
付
け
か
ら
冬
場
に
か
け
て
の
生
育

は
穏
や
か
で
、
春
先
に
な
り
気
温
の
上
昇

と
と
も
に
養
分
の
吸
収
が
活
発
に
な
る
の

で
、
追
肥
は
球
の
肥
大
が
始
ま
る
2
月
ご

ろ
に
野
菜
い
ち
ば
ん
等
を
10
平
方
㍍
あ
た

り
6
0
0
㌘
程
施
し
ま
す
。
3
月
以
降
に

追
肥
を
行
う
と
、
裂
球
や
病
気
の
要
因
に

な
る
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

●
分
け
つ
球
の
除
去
と
つ
ぼ
み
の
摘
み
取
り

　1
カ
所
か
ら
2
本
以
上
発
芽
す
る
場
合

は
、
本
葉
3
〜
4
枚
の
こ
ろ
、
強
い
芽
を

残
し
て
他
を
取
り
除
き
ま
す
。
こ
の
場
合
、

残
す
芽
を
傷
つ
け
な
い
よ
う
に
片
手
で
押

さ
え
、
も
う
一
方
の
手
で
元
か
ら
引
き
裂

く
よ
う
に
行
い
ま
す
（
資
料
2
）。

　ま
た
、
多
く
の
品
種
は
4
月
下
旬
か
ら

5
月
に
か
け
て
と
う
立
ち
し
て
き
ま
す
。

こ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
養
分
が
つ
ぼ

み
に
使
わ
れ
、
り
ん
片
の
肥
大
が
悪
く
な

る
の
で
、
順
次
摘
み
取
り
ま
す（
資
料
3
）。

●
防
除
作
業

　葉
の
表
面
に
さ
び
の

よ
う
な
病
斑
が
出
る
さ

び
病
や
、
害
虫
は
ア
ブ

ラ
ム
シ
類
等
の
発
生
が

見
ら
れ
る
の
で
、
早
め

に
防
除
し
ま
し
ょ
う

（
資
料
4
）。

●
収
穫

　株
全
体
の
1
／
2
〜
1
／
3
く
ら
い
が

黄
色
く
な
っ
た
時
が
収
穫
適
期
。
球
の
肥

大
状
況
を
調
べ
、
球
の
底
部
（
尻
部
）
が

平
ら
に
な
っ
て
い
れ
ば
収
穫
で
き
ま
す
。

早
過
ぎ
る
と
貯
蔵
性
が
劣
り
、
遅
過
ぎ
る

と
裂
球
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

　晴
天
で
土
の
乾
い
た
時
を
見
は
か
ら
っ

て
抜
き
取
り
ま
す
。

●
貯
蔵

　収
穫
し
た
株
は
、
晴
天
な
ら
畑
で
2

〜
3
日
乾
燥
さ
せ
、
そ
の
後
、
根
を
切
っ

て
日
陰
の
風
通
し
の
よ
い
場
所
で
貯
蔵

し
ま
す
。
収
穫
後
に
雨
に
当
て
る
と
色

沢
が
悪
く
な
り
腐
敗
し
や
す
く
な
り
ま

す
（
資
料
5
）。

よ
い
種
球
を

早
め
に
確
保

し
ま
し
ょ
う

●
デ
ル
フ
ィ
ニ
ュ
ー
ム
で
庭
を
豪
華
に

　5
〜
6
月
の
花
壇
に
立
派
な
デ
ル
フ
ィ

ニ
ュ
ー
ム
が
咲
く
と
い
っ
ぺ
ん
に
豪
華
な

庭
に
な
り
ま
す
。
近
縁
の
ラ
ー
ク
ス
パ
ー

（
千
鳥
草
）も
ノ
ッ
ポ
で
爽
や
か
な
イ
メ
ー

ジ
で
す
が
、
存
在
感
で
は
大
き
く
違
い
ま

す
。
花
言
葉
は
、
爽
や
か
な
色
合
い
や
凛

と
し
た
佇
ま
い
か
ら
「
清
明
」、「
高
貴
」、

た
だ
し
ピ
ン
ク
は
「
気
ま
ぐ
れ
」、「
移
り

気
」
で
す
。

●
特
徴

　北
半
球
の
温
帯
高
地
の
原
産
で
、
涼
し

く
明
る
い
と
こ
ろ
が
好
き
な
植
物
で
す
。

日
本
の
高
温
多
湿
な
夏
越
し
が
難
し
く
、

一
年
草
扱
い
で
す
が
、
冷
涼
地
で
は
宿
根

草
に
な
り
ま
す
。

　高
性
種
は
2
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
に
も
な

り
、
深
い
青
や
空
色
な
ど
爽
や
か
な
色
合

い
が
特
徴
で
す
。

　一
本
立
ち
で
存
在
感
の
あ
る
ジ
ャ
イ
ア

ン
ト
系
、
矮
性
の
ド
ワ
ー
フ
系
、
分
枝
性

の
ベ
ラ
ド
ン
ナ
系
、
シ
ネ
ン
シ
ス
系
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

●
種
播
き
準
備
か
ら
育
苗

　発
芽
適
温
は
15
〜
20
℃
、
夜
温
が
20
℃

を
越
す
と
発
芽
率
が
低
下
し
ま
す
か
ら
、

9
月
下
旬
〜
10
月
中
旬
は
ち
ょ
う
ど
よ
い

時
期
で
す
。
条
件
に
も
よ
り
ま
す
が
、
発

芽
率
も
あ
ま
り
よ
く
な
く
、
発
芽
ま
で
2

週
間
程
度
か
か
る
の
で
、
種
を
一
昼
夜
流

水
に
浸
し
て
播
く
と
揃
い
と
発
芽
率
が
改

善
さ
れ
ま
す
（
資
料
6
）。
流
水
浸
漬
は
、

水
道
水
を
チ
ョ
ロ
チ
ョ
ロ
落
と
し
て
お
け

ば
よ
い
の
で
す
が
、
一
旦
流
量
を
調
整
後

も
う
一
度
確
認
し
な
い
と
止
ま
っ
て
し
ま

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　2
0
0
穴
セ
ル
ト
レ
イ
や
、
育
苗
箱
な

ど
に
清
潔
な
育
苗
培
土
を
入
れ
て
播
き
、

暗
発
芽
種
子
な
の
で
5
㍉
程
度
覆
土
し
て

充
分
灌
水
し
、
新
聞
紙
な
ど
を
掛
け
て
お

き
ま
す
。
発
芽
ま
で
高
温
と
乾
燥
は
禁
物

で
す
。
あ
る
程
度
生
え
た
ら
新
聞
を
取
り

除
き
、
日
に
当
て
ま
す
。
こ
の
間
の
乾
燥

に
も
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　移
植
を
嫌
う
の
で
、
本
葉
2
枚
程
度
で

有
機
質
に
富
み
排
水
の
よ
い
用
土
で
ポ
ッ

ト
に
あ
げ
、
適
宜
液
肥
を
施
し
ま
す
。

●
植
え
付
け
準
備
と
植
え
付
け

　日
当
た
り
の
よ
い
場
所
を
選
び
ま
す
。

苦
土
石
灰
な
ど
で
弱
酸
性
に
土
壌
を
調
整

後
、
有
機
質
が
豊
富
で
排
水
が
よ
い
条
件

を
整
え
る
た
め
、
堆
肥
や
腐
葉
土
な
ど
を

す
き
込
み
、
基
肥
に
は
花
専
用
2
号
（
ち
っ

素
8
％
）
な
ど
を
1
平
方
㍍
に
1
5
0
㌘
程

施
用
し
て
畝
立
て
し
ま
す
。

　デ
ル
フ
ィ
ニ
ュ
ー
ム
を
並
べ
て
植
え
る

場
合
は
株
間
を
25
〜
30
㌢
程
と
り
、
他
の

花
と
混
植
す
る
場
合
も
混
み
合
わ
な
い
程

度
の
間
隔
を
と
り
ま
し
ょ
う
（
資
料
7
）。

　本
葉
3
〜
4
枚
で
植
え
付
け
ま
す
が
、

あ
ま
り
遅
く
な
る
と
霜
柱
で
浮
き
上
が
る

こ
と
も
あ
る
の
で
、
や
や
小
さ
め
で
も
植

え
遅
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
小
さ

め
の
苗
を
植
え
る
場
合
は
、
芯
（
生
長
点
）

が
土
に
埋
ま
ら
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。
深
植
え
ぎ
み
に
な
っ
て
い
る
と

植
え
付
け
後
の
灌
水
で
埋
ま
っ
て
し
ま
う

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

●
病
害
虫
対
策

・
ネ
キ
リ
ム
シ

　雑
草
が
生
え
て
い
た
と
こ
ろ
に
は
ネ
キ

リ
ム
シ
が
よ
く
潜
ん
で
い
ま
す
。

　カ
ル
ホ
ス
微
粒
剤
F
を
定
植
時
に
土
壌

混
和
し
て
お
く
と
ひ
と
ま
ず
安
心
で
す
。

登
録
内
容
は
、
花
き
類
、
6
㌘
／
平
方
㍍
、

定
植
時
、
1
回
。

　植
え
付
け
た
後
か
ら
は
、
ア
ク
セ
ル
ベ

イ
ト
を
株
元
散
布
す
る
と
有
効
で
す
（
コ

ガ
ネ
ム
シ
類
の
幼
虫
に
は
効
き
ま
せ
ん
）。

登
録
内
容
は
、
花
き
類
、
ネ
キ
リ
ム
シ
類
、

3
〜
6
㌘
／
平
方
㍍
、生
育
期
、6
回
ま
で
。

・
立
枯
病

　リ
ゾ
レ
ッ
ク
ス
粉
剤
を
土
壌
混
和
し
て

お
く
と
予
防
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

登
録
内
容
は
、
花
き
類
、
立
枯
病
、
50
㌘

／
平
方
㍍
、
定
植
前
、
1
回
。

・
う
ど
ん
こ
病

　春
に
な
っ
て
気
温
が
上
が
り
始
め
る
と

発
生
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ダ
コ
ニ
ー
ル
1
0
0
0
、
ト
リ
フ
ミ
ン
水

和
剤
な
ど
の
殺
菌
剤
で
予
防
し
ま
す
。

●
そ
の
他

　ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
系
は
大
き
く
伸
び
上
が

り
ま
す
か
ら
、
支
柱
を
立
て
て
倒
伏
を
防

止
し
ま
し
ょ
う
。

　ラ
ー
ク
ス
パ
ー
も
低
温
を
好
み
、
種
子

の
発
芽
特
性
も
デ
ル
フ
ィ
ニ
ュ
ー
ム
に
似

て
い
ま
す
。
植
え
付
け
前
の
施
肥
量
は
か

な
り
控
え
め
に
し
て
、
類
似
の
方
法
で
栽

培
が
で
き
ま
す
。
穂
咲
き
品
種
以
外
に
ス

プ
レ
ー
咲
き
品
種
も
あ
り
、
好
み
に
合
わ

せ
て
ご
利
用
下
さ
い
。

野
菜

花
き

家
庭
園
芸

楽
し
い

お問い合わせ先
営農部指導課
Tel.086（225）3224

2021.10

営農部指導課
中川 雄一

営農部指導課
宮本 大輔

デ
ル
フ
ィ
ニ
ュ
ー
ム

で
花
壇
を
華
や
か

に
し
ま
せ
ん
か

ぱれっと　1213　ぱれっと　2021.10 2021.10



JA岡山からのお知らせ

JA OKAYAMA

資料10 タコツボ深耕・放射状深耕

資料8 施肥の範囲と手順

タコツボ深耕 放射状深耕

2m

1年次
1年次

2年次

直径…50cm
深さ…30～40cm

幅……40cm
長さ…1.5m
深さ…30～40cm

2年次

3年次 4年次

樹 樹

資料9 果樹品目別基肥一覧表

果樹の
種類

桃
ブドウ
梨
柿
梅
スモモ
イチジク
キウイ
栗
リンゴ
ビワ
ミカン類

10～11
10～11
11～12
12

11～12
10～11
11～12
10～11
11～12
11～12
9上
3～4上

80
80

70～80
70～80
80
80
60
70
60
80
60
60

8～9中
収穫後（9）
6、7、9
6下～7上
7
9

6上、8上
3、6、9
7上、9下
収穫後（10）
2中、6上
6上、11上

20
20

20～30
20～30
20
20
40
30
40
20
40
40

100
100
100
150
100
100
50
100
50
100
50
50

200
300
200
200
150
200
80
350
75
200
100
100

100～120
80～140
180

120～170
150

100～120
150
180
200
180
250
200

基　肥
時　期
（月）

施用割合
（％）

時　期
（月）

施用割合
（％）

成　木
（10m2当たり）

1樹当たり
1年生 3年生

追　肥 窒素成分量（g）

資料11 土づくり時期

断根時期

10月上旬まで

12月上中旬

12月中旬以降

10月上中旬～
11月中旬
（地温13℃以上）

・太い直根が伸長
・翌春までに枯死
・遅伸びを誘発

・細い秋根の伸長
・休眠まで働く
・翌春早く発根

・カルス化のみ
・翌春は新根が出る

・枯れ込み
・初期生育低下

秋根の発根状況 発根後の秋根の状態（冬）評価

△

◎

○

×

カルス形成のみ

カルス形成なし
枯れ込む

①枝葉の面積
　（施肥量を決める）

③
施肥（範囲）

④灌水
②ホーレーで軽く中耕
　（幹から少し離れた所から）

お知らせ

・令和4年作付用　水稲種子予約注文申込書 
  注文受付締日：令和3年11月5日（金）

※写真はイメージです

　今
年
の
果
樹
は
、
梅
雨
の
長
雨
と

梅
雨
明
け
後
の
高
温
、
干
ば
つ
、
8

月
の
長
雨
等
の
影
響
で
、
樹
体
は
か

な
り
の
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
て
い
る
と

思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
秋
に
施
肥
や
灌

水
な
ど
土
づ
く
り
を
徹
底
し
て
、
年

内
に
貯
蔵
養
分
の
蓄
積
を
促
し
、
来

年
の
初
期
生
育
に
繋
げ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

●
果
樹
の
基
肥
に
つ
い
て

　基
肥
に
は
窒
素
、
リ
ン
酸
、
カ
リ

の
3
要
素
が
入
っ
た
肥
料
を
施
し
、

必
要
に
応
じ
て
石
灰
や
マ
グ
ネ
シ
ウ

ム
、
そ
の
他
微
量
要
素
（
マ
ン
ガ
ン
、

鉄
な
ど
）
を
施
し
ま
し
ょ
う
。
施
肥
後

は
軽
く
土
と
混
和
し
て
、
灌
水
を
行

い
、
肥
料
成
分
と
土
を
よ
く
馴
染
ま

せ
ま
す
（
資
料
8
）。

　果
樹
品
目
別
の
基
肥
施
肥
量
の
目
安

を
参
考
に
し
て
土
づ
く
り
に
ご
活
用
く

だ
さ
い
（
資
料
9
）。
樹
勢
（
葉
色
や
徒

長
枝
の
発
生
数
な
ど
を
考
慮
す
る
）
や

今
年
の
収
量
、
土
質
な
ど
を
考
慮
し
て

弱
っ
て
い
る
よ
う
な
樹
は
施
用
量
を
1

〜
2
割
程
度
加
減
し
ま
し
ょ
う
。

●
土
づ
く
り
の
方
法

　昨
年
に
引
き
続
き
、
梅
雨
の
長
雨
・

夏
場
の
高
温
乾
燥
等
で
樹
体
は
か
な

り
の
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
株
元
の
太
い
根
を
断
根
す

る
と
さ
ら
に
衰
弱
す
る
の
で
、
株
元

1
〜
2
㍍
離
し
た
細
根
が
多
い
と
こ

ろ
を
土
壌
改
良
し
ま
す
。
部
分
深
耕

や
中
耕
を
行
う
と
根
を
切
断
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
が
、
細
根
を
切
る
こ

と
に
よ
り
、
新
し
い
根
が
発
生
し
樹

勢
回
復
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
固
ま
っ
た
土
壌
を
堆
肥
と
一

緒
に
耕
す
こ
と
で
通
気
性
、
排
水
性
、

保
水
性
の
改
善
に
つ
な
が
り
ま
す
。

部
分
深
耕
を
極
端
に
行
う
と
根
量
が

一
時
的
に
減
少
し
、
樹
勢
が
弱
る
原

因
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
樹

冠
面
積
の
1
〜
2
割
程
度
に
留
め
て

行
い
、
数
年
か
け
て
実
施
し
ま
し
ょ

う
。
タ
コ
ツ
ボ
深
耕
と
放
射
状
深
耕

の
事
例
を
（
資
料
10
）
に
示
し
て
お
き

ま
す
の
で
、
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　注
意
し
て
も
ら
い
た
い
こ
と
は
、

深
耕
し
た
時
に
土
壌
改
良
資
材
・
堆

肥
と
掘
土
を
混
和
し
、
乾
燥
し
な
い

う
ち
に
埋
め
戻
し
て
灌
水
す
る
こ
と

で
す
。
そ
し
て
県
南
で
は
土
壌
改
良

の
適
期
は
10
月
中
で
あ
り
、
遅
く
て

も
11
月
上
旬
ご
ろ
ま
で
に
は
行
い
ま

し
ょ
う
（
地
温
が
下
が
り
過
ぎ
る
と

傷
口
が
癒
え
ず
、
新
根
が
発
生
し
に

く
い
た
め
）。
遅
く
な
り
過
ぎ
る
と
新

根
が
発
達
せ
ず
初
期
生
育
の
低
下
や
、

枯
れ
込
み
に
繋
が
る
た
め
注
意
が
必

要
で
す
（
資
料
11
）。

営農部指導課
武田 祐一

今
年
の
気
候
で

受
け
た
ダ
メ
ー
ジ

を
回
復
！

未利用口座管理手数料の導入について
　当組合では、長期間ご利用のない口座が犯罪で不正利用されることの防止およびサービス維持向上の
観点から、令和3年10月1日以降に開設された普通貯金口座（総合口座を含む）および貯蓄貯金口座を
適用対象として、下記のとおり「未利用口座管理手数料（以下「本手数料」という。）」を新設します。
　本手数料の導入に伴う貯金規定等の改定については、別途、当組合のホームページ上でお知らせします。
　ご利用者の皆さまには、何卒ご理解を賜りますようお願い申し上げます。

適用対象

未利用口座
となる口座

未利用口座に
対する取扱い

未利用口座
管理手数料

　令和3年10月1日以降に開設された普通貯金口座（総合口座を含む）および貯蓄貯金口座に
対して適用します。
※令和3年9月30日以前に開設された口座に対しては適用しません。

　適用対象のうち、お預け入れやお引出し（当該口座のお利息入金や本手数料の引落しを除きま
す）、記帳等のご利用が2年以上ない口座が対象となります。
　ただし、次のいずれかに該当する口座は対象となりません。
・当該口座の貯金残高が10,000円以上ある場合
・当組合でお借入がある場合

①対象口座のお客さまには、当組合へお届けのご住所に、事前にご案内の文書をお送りします。
　なお、送付した文書が到着しなかった場合でも通常到達すべき時に到達したものとみなします。
②ご案内を差し上げて、一定期間（約3カ月）を経過しても、ご利用またはご解約がない場合は、
当該口座から本手数料を引落しさせていただきます。

③残高不足により、本手数料の引落しができなかった場合は、残高全額を本手数料として引落
しさせていただき、当該口座を自動的に解約させていただきます。

④お客様の口座残高を超えたご負担および口座解約後のお手続きはございません。
⑤本手数料のご返却および解約された口座の再利用には応じかねますので、あらかじめご了承
ください。

年間1,320円（税込）

詳細については、JAの窓口へお問い合わせください。

2021年10月号チラシ掲載商品
・令和4年お正月特選おせち
・令和4年産水稲用土づくり肥料
　予約注文書
・今月のおすすめ商品

・10月号カタログショッピングチラシ

果
樹

ぱれっと　142021.1015　ぱれっと　



地域によろこびの
種をまく
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地
域
に
よ
ろ
こ
び
の

種
を
ま
く

JA岡山は、組合員募集中です！
https://www.ja-okayama.or.jp/
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　岡山県の真ん中に位置する吉備中央町の
「農産物」の王国を紹介します。
　同町上田西地区の入口には「百姓王国」と書
かれた看板があります。この地区では、各農産
物の生産者を「くだもの大臣」「野菜大臣」などさ
まざまなものづくりの大臣に任命しています。
　地区内には大臣の似顔絵付き看板や百姓王
国マップがあり、農業体験や王国散策など里
山ならではのさまざまな農業の魅力を町内外
へＰＲしています。
　　　　　　　　　  編集担当　住𠮷 沙弥香
　

看板を通じて
農業の魅力をＰＲ

あぐろ
グラム

Ag
lo

gr
am

編集後記

あぐろ
グラム

Ag
lo

gr
am

編集後記

今月の折り込み　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほか

作り方

～「販売戦略の強化と販売体制づくり」重点実施事項①の達成状況について～
特集 「営農振興計画」最終年度の取り組み

①うるち米ともち米を合わせて洗う。
②分量の水を入れて３０分おき、普通モードで炊く。
③炊きあがったご飯をざっくり混ぜ、粗熱が取れたところへ米麹を
入れて混ぜ合わせる。
④炊飯器を低めの保温モードに設定しそのまま保温状態（５５～
６０℃）をキープし、時々かき混ぜながら半日から１日置く。
　※低めの保温モードに設定できない場合、炊飯器のふたを開
けた状態で濡れ布巾をかけ（水分や温度を調整するため）、
保温状態（５０～６０℃）をキープする。

⑤味見して甘くなったら完成。お好みの濃さに薄めて召し上がれ。

[できあがり６４０ｇ]  
米麹（生）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２００ｇ
うるち米・・・・・・・・・・・・・・１４０～１８０ｇ
もち米・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２０～６０ｇ
水 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４００㏄
※米麹と（うるち米＋もち米）は同量にする。
※うるち米ともち米を合わせて200ｇに調整する。

材料

令和４年作付用 水稲種子予約注文申込書
令和4年産水稲用 土づくり肥料予約注文書


